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私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

も
う
一
度
見
直
そ
う

も
う
一
度
見
直
そ
う

��

鳥
老
連
の
社
会
活
動

鳥
老
連
の
社
会
活
動

令
和
6
年
　
通
常
総
会
開
催

新
方
針
を
決
定
す
る
鳥
栖
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
通
常
総
会
を
例
年
通
り
サ

ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
に
て
4
月
26
日
（
金
）

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

原
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
『
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
活
動
自
粛
し
て
き
た
こ

の
4
年
間
を
も
う
一
度
見
直
し
、
会
員

の
み
な
ら
ず
地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る

社
会
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
』
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
旭
地
区
旭
老
人
ク
ラ
ブ

の
久
保
副
会
長
を
議
長
に
選
任
し
令
和

5
年
度
事
業
実
績
報
告
、
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
各
事
業
収
支
予
算
（
案
）
を
審

議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
鳥
栖
市
老
連
会
長
退
任
に

と
も
な
い
、
神
辺
老
松
会
の
島
会
長

が
新
会
長
に

推
挙
さ
れ
ま

し
た
。
原
会

長
、
長
い
間

ご
苦
労
様
で

し
た
。
島
新

会
長
、
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

総会の様子総会の様子
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皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

前
会
長
　
原
　
武
嗣

前会長あいさつ

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
会
員
増
強

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
島
　
哲
之

新会長あいさつ
　

令
和
6
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、

令
和
6
年
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
通
常
総
会
に
於
い
て
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
島
哲
之
と
申
し

ま
す
。

　

先
代
会
長
の
功
績
を
継
承
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
繁
栄
を
願
い
精
一

杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
、
老
人
ク
ラ
ブ
を

巡
る
情
勢
は
会
員
の
減
少
、
若
手

指
導
者
不
足
、
そ
し
て
２
０
２
５

年
問
題
と
数
多
く
の
難
題
が
待
ち

う
け
て
い
ま
す
。
存
続
さ
え
危
機

的
状
況
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
。
私
自
身
地
域
に
老
人
ク
ラ

ブ
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

皆
、
病
院
通
い
を
し
、
薬
を
服

用
し
な
が
ら
、
ど
う
に
か
元
気
で

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
け

る
の
も
、
仲
間
同
士
互
い
の
健
康

を
気
遣
い
、
励
ま
し
助
け
あ
い
な

が
ら
健
康
を
維
持
し
、
楽
し
く
生

活
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
魅
力
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
を
活
力
あ
る
、
親
し
み
や
す

い
ク
ラ
ブ
と
築
き
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
全
国
三
大
運
動
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
を
支
え
に
身
近
な

会
員
同
士
で
一
声
ひ
と
声
、
か
け

合
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い

経
験
や
地
域
貢
献
で
得
ら
れ
る
充

実
感
を
、
広
告
宣
伝
な
ど
も
使
っ

て
積
極
的
に
周
囲
に
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
若
手
会
員
の

入
会
促
進
増
強
を
図
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
く

元
気
で
活
動
で
き
る
喜
び
あ
る
鳥

栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い

く
に
は
、
皆
様
の
お
力
添
え
が
不

可
欠
で
す
。

　

共
に
手
を
取
り
合
い
一
緒
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
6
年
の
総
会
を
も
ち
ま

し
て
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。
2

期
半
の
長
期
に
わ
た
る
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
間
に
は
多
く
の
困
難
や

楽
し
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
1
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ

れ
、昨
年
5
月
の
「
5
類
感
染
症
」

宣
言
ま
で
長
期
に
わ
た
り
「
3
密
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会
員
の
皆
様
に
感
謝

鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

前
副
会
長
　
長
野
　
敏
子

前副会長あいさつ
　

私
、
令
和
6
年
3
月
を
も
ち
ま

し
て
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
副
会
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
理
事
2
年
、

副
会
長
3
年
で
し
た
が
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
後
、
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
責
務
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
鳥
栖

市
老
連
女
性
部
活
動
と
し
て
の
①

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」、
②
「
こ
れ

か
ら
の
人
生
、
楽
し
く
笑
っ
て
暮

ら
そ
う
」、
③
作
る
喜
び
！
飾
る

楽
し
さ
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
正
月

用
リ
ー
ス
作
り
」、
④
創
作
折
り

紙
で
「
胡
蝶
蘭
を
作
る
」
等
々
、

活
動
を
し
ま
し
た
が
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
個
人
的
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
令
和

4
年
7
月
27
日
（
水
）
佐
賀
県
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で

す
。
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
東
部
地
区
の
代
表

と
し
て
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
の
舞

台
発
表
の
順
番
が
回
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
神
辺
老
松
会
に
ご

指
名
が
あ
り
、
鳥
栖
市
老
連
代
表

と
し
て
出
演
し
ま
し
た
。
演
舞
は

水
前
寺
清
子
の
「
３
６
５
歩
の

マ
ー
チ
」
を
有
志
13
名
で
ご
披
露

致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

練
習
を
積
み
重
ね
、
努
力
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
高
め
て
き
た
全
員
に

と
っ
て
、
あ
の
舞
台
は
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
神
辺
老
松
会
の
役
員
と

し
て
は
残
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

原
点
と
し
て
地
域
で
楽
し
く
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
鳥
栖

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
退
任
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

回
避
」
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
多

く
の
行
事
計
画
の
縮
小
や
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
単
位
ク

ラ
ブ
の
解
散
（
4
ク
ラ
ブ
）・
会

員
減
少
が
続
い
た
事
・
十
分
な
会

員
の
育
成
が
で
き
な
か
っ
た
事

等
を
反
省
致
し
ま
す
。

　

在
任
中
に
は
多
く
の
方
々
と

の
交
流
や
勉
強
の
場
を
与
え
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
自

分
自
身
の
成
長
と
健
康
維
持
、
ひ

い
て
は
財
産
と
な
り
、
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重

な
財
産
を
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
私
達
の
老
人
ク
ラ
ブ
も

急
激
な
高
齢
化
が
進
み
、
若
手
会

員
不
足
・
リ
ー
ダ
ー
不
足
等
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
私
達
は
「
ク

ラ
ブ
会
員
の
健
康
づ
く
り
・
友
愛

活
動
・
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
」

を
ク
ラ
ブ
発
足
当
初
か
ら
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
ク
ラ
ブ

活
動
に
限
ら
ず
さ
ら
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
、
活
動
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
老
連
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
が
、
あ
と
少
し
単
位
ク
ラ
ブ

会
員
・
会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

運
営
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

最
後
に
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
発
展
と
皆
様
の
活
躍
を
祈

念
し
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
今
後

と
も
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和6年度令和6年度  単位クラブ会長・女性部長単位クラブ会長・女性部長

地区 単位クラブ名 会長名 女性部長名

鳥　

栖

轟木町長寿会 杉野 　勝二 杉野 　芳栄
老人クラブ元町会 中島 　邦人 梁井 　和子
本通町ハッピークラブ 森池 　勝利 森池 　節子
藤木町藤寿会 徳渕　　勲 石丸 カオル
高田町老松会 松隈 　敦雄 野下 　安子

鳥
栖
北

本町百年会 久光 　義則 松隈 美智子
本鳥栖町水影寿会 吉田 　仁吾 烏田 　妙子
中央区五町寿クラブ 原口 　雅信 大石 みつよ
布津原町老人クラブ 北村 　　勲 堀江 キヌ子
宿町老友会 中嶋 　一誠 大野 　和子

田代 田代外町万年青会 中村 　嘉孝 中向井 和子
若葉 神辺老松会 島 　　哲之 小山路 幸子

基　

里

酒井西町老人クラブ 野田 　征攻 吉本　 　翠
酒井東町宝友会 西山 　　信 西依 　妙子
曽根崎町老人クラブ 青木 　司有 木下 　克子
飯田町老人クラブ 佐藤 　憲一 古賀 　芳子
原町かささぎ会 牧野 　幹郎 松隈 　雅子
姫方町寿楽会 福永 最一郎 天本 由美子
幡崎町老人クラブ 山口　一彦 鳥飼 　廣子
桜町長寿会 大園 　重孝 酒井 美智代

麓

蔵上老人クラブ 内田 　和憲 篠原 　節子
養父根っ子の会 天本 　良弘 脇 　恵美子
原古賀町寿慶会 梶原 　三男 古賀 千恵子
山浦町山寿会 松枝 　良勝 古賀 　直子
平田町親和会 徳渕 　和範 冨田 　恵子

旭

江島町江寿クラブ 小林　 和昭 深野 三枝子
儀徳町福寿会 岡田　　 彰 古賀 弥枝子
幸津町幸寿会 吉村　　 浩 井上 奈穂美
三島町長寿会 原　　 武嗣 原 　　民子
下野町長寿会 菅藤　 勝子 龍 　ムツ代
西田 65 会 篠原 日出夫 桐明 美恵子

令和6年度 鳥栖市老連年間行事
月 日　付 市老連行事

8

5(月) 活動推進会議
8(木) 市町老連事務局長会議
14(水) 若手高齢者研修会
26(月) 生きがい学び塾
30(金) 体育委員会

9
2(月) 地区会長会議
6(金) 体育委員会
20(金) 全国一斉社会奉仕の日

10

3(木) 介護講座（鳥栖市他）
4(金) 活動推進会議
5(土) 囲碁・将棋大会
未　定 クラブ会長・女性部長研修会

11

1(金) 活動推進会議
7(木) 県老人クラブリーダー研修会
15(金) 編集委員会

20(水)〜21(木) 第53回全国老人クラブ大会
25(月) 福祉大会リハーサル
27(水) 福祉大会
29(金) 県グラウンド・ゴルフ大会（予備日：12月6日）

12
2(月) 地区会長会議
13(金) 編集委員会
18(水) 生きがい学び塾

令和7年

1

未　定 新年交歓会
17(金) 県友愛活動交流会
17(金) 三役会
24(金) 新春カラオケ発表会

2
3(月) 地区会長会議
14(金) 理事会
27(木) 県市町老連会長事務局長会議

3 3(月) 活動推進会議

◎�アルミ缶回収
　奇数月第2火曜日：若葉地区
　毎月第3火曜日：基里・田代外町地区
　毎月第3水曜日：鳥栖・鳥栖北・麓・旭地区

※�シルバー・ヘルパーの訪問活動は毎月行い、活動報告書を本部（市老
連事務局）に提出して下さい。
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部門　GS
優　勝　 桑原　利通（轟木町）
準優勝　 佐藤　憲一（飯田町）
第３位　 広畑　勝也（原古賀町）
部門　S
優　勝　 権藤　之守（宿町）
準優勝　 内田　一昭（原町）
第３位　 中島　　健（神辺町）
部門　L
優　勝　 空閑　真澄（原古賀町）
準優勝　 古賀　公恵（西田町）
第３位　 西村　治香（本鳥栖町）

第11回鳥栖市老人クラブ連合会ゴルフ大会

晴天に向けてナイスショット晴天に向けてナイスショット

ト
」の
掛
け
声
を
受
け
ス
タ
ー
ト
、

ト
」の
掛
け
声
を
受
け
ス
タ
ー
ト
、

新
緑
の
中
で
ボ
ー
ル
を
捜
し
回
っ

新
緑
の
中
で
ボ
ー
ル
を
捜
し
回
っ

た
人
、
芝
の
上
で
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト

た
人
、
芝
の
上
で
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト

の
連
発
で
走
っ
た
人
、
芝
の
上
で

の
連
発
で
走
っ
た
人
、
芝
の
上
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
人
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
人
、

会
話
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康

会
話
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康

と
親
睦
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

と
親
睦
を
深
め
た
一
日
で
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
参
加
者
全
員
へ
賞

　

表
彰
式
で
は
参
加
者
全
員
へ
賞

品
を
贈
り
、

品
を
贈
り
、
11
年
後
の
再
チ
ャ
レ

年
後
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
誓
い
無
事
大
会
を
終
了
し

ン
ジ
を
誓
い
無
事
大
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

謝
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
大
会
開
催
に
際
し
て
は

　

な
お
大
会
開
催
に
際
し
て
は

「
島
手
そ
う
め
ん
」「
日
本
ハ
ム
」

「
島
手
そ
う
め
ん
」「
日
本
ハ
ム
」

「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
カ
ン
ツ
リ
ー
倶

楽
部
」
様
に
ご
協
力
ご
協
賛
を
頂

楽
部
」
様
に
ご
協
力
ご
協
賛
を
頂

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

第

　

第
1111
回
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ

回
鳥
栖
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
ゴ
ル
フ
大
会
が

ブ
連
合
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
55

月月
2020
日
（
月
）
ブ
リ
ヂ
ス
ト

日
（
月
）
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
て

ン
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
増
強
と
健
康
づ

ラ
ブ
会
員
の
増
強
と
健
康
づ

く
り
、
地
域
の
仲
間
と
の
親

く
り
、
地
域
の
仲
間
と
の
親

睦
を
目
指
し
、

睦
を
目
指
し
、
5959
歳
の
新
規

歳
の
新
規

会
員
か
ら

会
員
か
ら
8787
歳
の
ベ
テ
ラ
ン

歳
の
ベ
テ
ラ
ン

会
員
ま
で
の
男
女

会
員
ま
で
の
男
女
4646
名
が
ス

名
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
親
睦
を
深

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

め
ま
し
た
。

　　

2020
名
弱
の
参
加
者
始
ま
っ

名
弱
の
参
加
者
始
ま
っ

た
大
会
も
回
を
重
ね
る
度
に

た
大
会
も
回
を
重
ね
る
度
に

参
加
者
が
増
え
、
数
年
前
か

参
加
者
が
増
え
、
数
年
前
か

ら
は
募
集
人
員
以
上
の
申
込

ら
は
募
集
人
員
以
上
の
申
込

を
頂
き
、
ま
す
ま
す
盛
況
な

を
頂
き
、
ま
す
ま
す
盛
況
な

大
会
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

大
会
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
も
早
々
に
申
込
を

た
。
今
回
も
早
々
に
申
込
を

締
め
切
り
、
数
名
の
方
に
は

締
め
切
り
、
数
名
の
方
に
は

お
断
り
い
た
し
ま
し
た
。
お

お
断
り
い
た
し
ま
し
た
。
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
計
画
で
決
定
し
た
開

　

事
業
計
画
で
決
定
し
た
開

催
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
役

催
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
役

員
は
天
気
予
報
が
気
に
な
る

員
は
天
気
予
報
が
気
に
な
る

毎
日
で
し
た
。
開
催
日

毎
日
で
し
た
。
開
催
日
11
週週

間
前
は

間
前
は
6060
％
の
雨
、
日
が

％
の
雨
、
日
が

近
づ
く
度
に
降
雨
率

近
づ
く
度
に
降
雨
率
5050
％
、
％
、

3030
％
、
％
、
2020
％
へ
と
変
わ
り
役

％
へ
と
変
わ
り
役

員
一
同
ひ
と
安
心
で
し
た
。

員
一
同
ひ
と
安
心
で
し
た
。

　

競
技
当
日
は
絶
好
の
天
候

　

競
技
当
日
は
絶
好
の
天
候

に
恵
ま
れ
、「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

に
恵
ま
れ
、「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

大会成績（敬称略）
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今
年
度
新
し
く
4
名
の
方
々

が
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

生
き
が
い
学
び
塾

新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

『
電
気
』の
理
解
を

『
電
気
』の
理
解
を

		
　
深
め
る
一
日

　
深
め
る
一
日

　

地
震
・
豪
雨
等
の
災
害
時
に
数
多

く
出
て
く
る
『
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確

保
』
の
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

こ
の
『
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
』
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
元
々
の
英
語
の
意
味

は
『
命
綱
』
で
す
が
、
日
本
で
は
、

『
生
活
を
送
る
う
え
で
最
低
限
必
要

な
設
備
』
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
最
初
に
復
旧
で
き
る

の
が
『
電
気
』
で
す
。
ガ
ス
・
水
道

は
地
中
埋
設
で
す
が
、
電
気
は
空
中

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
（
一
部
埋
設
有

り
）
い
ま
す
。
破
損
部
分
が
目
に
つ

き
や
す
い
分
、
復
旧
が
早
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
大
事
な
『
電
気
』
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
約
13
％
で
す
。
原
油
を
筆

頭
に
87
％
は
海
外
か
ら
輸
入
し
て

い
ま
す
。
中
東
等
の
紛
争
や
海
賊

の
被
害
が
も
ろ
に
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
影
響
し
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
電
気
は
、「
た
め
ら
れ
な

い
」・
電
気
の
品
質
は
「
同
時
同
量
」・

電
気
は
「
色
々
な
材
料
」
か
ら
で
き

て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
安
定
供
給
、
経
済
性
、

環
境
性
、
安
全
性
が
欠
か
せ
な
い
。

　

次
に
、多
様
な
発
電
方
式
（
石
炭
・

天
然
ガ
ス
・
石
油
の
火
力
、
原
子
力
、

再
生
可
能
な
水
力
・
地
熱
等
）
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
組
合
せ
て
発
電
す
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
が
大
切
。

　

最
後
に
私
は
、
電
気
を
「
つ
く
る

側
」
と
「
つ
か
う
側
」
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

　

読
者
の
み
な
さ
ん
、
家
庭
で
使
わ

れ
て
い
る
電
気
製
品
の
中
で
年
間

を
通
じ
て
、
消
費
電
力
が
一
番
大
き

な
機
器
は
何
と
思
い
ま
す
か
。実
は
、

冷
蔵
庫
だ
そ
う
で
す
。「
つ
か
う
側
」

の
冷
蔵
所
の
節
電
方
法
を
教
え
ま

す
ね
。
冷
蔵
庫
に
は
詰
め
込
み
す
ぎ

な
い
、
7
割
以
下
が
理
想
だ
そ
う
で

す
。
冷
凍
庫
は
満
杯
が
理
想
。
冷
蔵

庫
の
開
閉
は
速
や
か
に
、
10
秒
開
け

た
時
、
元
の
温
度
に
戻
る
の
に
30
分

か
か
り
ま
す
。
電
気
の
無
駄
使
い
を

な
く
し
、
節
電
分
を
「
へ
そ
く
り
」

に
回
し
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
鳥
栖
市
老
連
に
活
気
を

新
た
な
鳥
栖
市
老
連
に
活
気
を

　

5
月
31
日
（
金
）
に
新
会
長
2

名
の
参
加
を
頂
き
『
新
任
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
研
修
会
』
を
実
施
致
し

ま
し
た
。
更
に
、
若
葉
地
区
新
地

区
会
長
に
も
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

例
年
通
り
自
己
紹
介
を
し
て

頂
き
、
会
長
講
話
、
事
務
局
連
絡
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鳥
栖
市
民
体
育
館
前
に
新
し

く
整
備
さ
れ
た
第
一
運
動
広
場

で
6
月
1
日
（
土
）、
昨
年
を
上

回
る
90
名
（
30
チ
ー
ム
）
の
参

加
者
が
集
ま
り
『
友
・
遊
と
す

ペ
タ
ン
ク
大
会
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

島
会
長
よ
り「
楽
し
く
プ
レ
ー

し
ま
し
ょ
う
」
と
の
開
会
の
宣

言
が
あ
り
、
早
速
8
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
の
開
始
で

す
。
最
初
は
緊
張
か
ら
で
し
ょ

う
か
静
か
な
立
ち
上
が
り
で
し

た
が
、
2
試
合
目
あ
た
り
か
ら

あ
ち
こ
ち
で
歓
喜
歓
声
、
笑
顔

満
開
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

戻ってきた歓喜歓声！戻ってきた歓喜歓声！
２０２４　友・遊とすペタンク大会

【大会結果】（敬称略）

Aブロック：元町会A（及川 宗吉・矢野 準二・中島 邦人）
Bブロック：元町会B（上野 國之・松隈 俊治・益田 穂）
Cブロック：布津原町A（北村 勲・中村 式子・北島 守）
Dブロック：江島町C（小林 和昭・今福 文代・寺崎 愛子）
Eブロック：宿　町A（実本 秋男・姫野 弘・大野 和子）
Fブロック：桜　町A（伊達 徹・柴村 光照・寺町 哲規）
Gブロック：江島町F（今福 淳一・小林 みつ代・齊藤 サヨ子）
Hブロック：本鳥栖町B（渋田 幹夫・天本 律子・木口 満子）

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
『
コ
ロ
ナ
禍
も
第
5

類
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
活
気

あ
ふ
れ
る
鳥
栖
市
老
連
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
』
と
の
言
葉
に

対
し
、
各
々
の
新
会
長
か
ら
、『
微

力
な
が
ら
老
連
の
発
展
の
た
め

寄
与
し
て
い
き
ま
す
』
と
の
力
強

い
言
葉
を
頂
き
閉
会
と
致
し
ま

し
た
。

　

写
真
は
、
右
か
ら
『
江
島
町
江

寿
ク
ラ
ブ
・
小
林
和
昭
会
長
』『
鳥

栖
市
老
連
・
島
哲
之
会
長
』『
若
葉

地
区
・
佐
藤
孫
行
会
長
』『
飯
田

町
老
人
ク
ラ
ブ
・
佐
藤
憲
一
会
長
』

で
す
。
御
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ

た
会
長
、『
蔵
上
老
人
ク
ラ
ブ
・
内

田
和
憲
会
長
』『
平
田
町
親
和
会
・

徳
渕
和
範
会
長
』
に
は
資
料
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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鳥栖市老連シルバーヘルパー
総会＆研修会

社会活動を社会活動を
	 見直しましょう！	 見直しましょう！

　

6
月
21
日
（
金
）、
サ
ン
メ
ッ

セ
鳥
栖
で
令
和
6
年
度
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
総
会
・
研
修
会
を
活
動

会
員
１
８
８
名
中
１
５
４
名
の
参

加
を
頂
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
島
老
連
会
長
よ
り
Ｓ
Ｈ

活
動
会
員
へ
の
労
い
の
挨
拶
と
共

に
、「
コ
ロ
ナ
禍
も
第
5
類
と
な

り
老
連
の
活
動
を
見
直
し
ま
せ
ん

か
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
友
愛
活
動
事
例
発

表
で
す
。
ま
ず
、
鳥
栖
北
地
区
・

中
嶋
会
長
の
発
表
で
は
、
北
地
区

の
Ｓ
Ｈ
活
動
の
中
で
一
番
多
い
の

が
「
安
否
の
確
認
・
見
守
り
」
で

す
。
そ
の
お
か
げ
で
見
守
り
中
、

様
子
が
お
か
し
い
会
員
に
気
づ
き

確
認
後
救
急
車
を
手
配
し
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
い
か
に
重

要
か
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
発
表
で

し
た
。
続
い
て
基
里
地
区
・
牧
野

会
長
の
発
表
で
し
た
。
基
里
地
区

も
「
安
否
確
認
・
見
守
り
」
が
多

い
の
は
一
緒
で
し
た
が
、
周
り
と

の
接
触
を
好
ま
な
い
、
体
調
の
不

具
合
を
知
ら
せ
な
い
方
も
お
ら
れ

民
生
委
員
さ
ん
と
連
携
を
取
り
対

処
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
、何
気
な
い
会
話
・

声
掛
け
か
ら
状
況
を
判
断
で
き
る

よ
う
Ｓ
Ｈ
活
動
会
員
と
共
に
頑
張

り
た
い
と
の
力
強
い
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
活
動
報
告
終
了

後
、三
島
町
長
寿
会
・
原
会
長
（
前

鳥
栖
市
老
連
会
長
）
よ
り
『
も
う

一
度
見
直
そ
う
、
鳥
栖
市
老
連
の

社
会
活
動
』
と
題
し
、
老
連
の
歩

み
・
老
連
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、
全

国
3
大
運
動
等
を
活
動
写
真
の
紹

介
と
共
に
講
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。

『
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
』

災
害
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
る

�

田
代
外
町
万
年
青
会
　
会
長
　
中
村
　
嘉
孝

　

先
日
や
る
こ
と
も
な
く
テ
レ
ビ

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
た

ま
た
ま
12
年
前
の
東
北
地
方
の
災

害
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
し
た
。

　

番
組
に
出
て
い
た
人
は
、
被
災
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私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています

地
よ
り
車
で
40
分
位
離
れ
た
山
奥

に
住
む
88
歳
の
ご
主
人
と
、
86
歳

の
妻
の
高
齢
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

災
害
前
ま
で
は
先
祖
よ
り
受
け
継

い
で
ご
夫
婦
で
酪
農
を
営
ん
で
い

た
そ
う
で
す
が
、
災
害
以
後
は
牛

の
飼
料
で
あ
る
牧
草
が
放
射
能
汚

染
で
採
集
で
き
な
く
な
り
、
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
た
と
の
こ
と
。
現

在
は
夫
婦
2
人
の
コ
メ
と
野
菜
を

家
の
廻
り
の
畑
と
田
ん
ぼ
に
栽
培

し
て
暮
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
番
組
放
映
中
に
1
台
の
車

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
乗
っ
て
い
た

方
は
こ
の
ご
夫
婦
の
一
人
娘
さ
ん

で
、
現
在
は
釜
石
市
内
に
在
住
、
幸

い
な
こ
と
に
自
宅
は
何
と
か
持
ち

こ
た
え
、
小
さ
な
被
害
で
済
ん
だ
と

の
こ
と
。
本
人
も
当
日
保
険
の
外
交

で
災
害
地
よ
り
離
れ
た
場
所
で
仕

事
し
て
お
り
、
被
災
せ
ず
に
済
ん
だ

そ
う
で
す
。
ご
主
人
は
他
界
さ
れ
20

歳
に
な
る
息
子
さ
ん
と
2
人
暮
ら

し
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
ご
子

息
は
仕
事
場
か
ら
会
社
へ
引
き
返

す
途
中
、
不
幸
に
も
津
波
に
巻
き
込

ま
れ
3
日
後
に
再
会
し
た
時
は
安

置
所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
突
然
の
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
り
、
そ
の

と
き
の
悲
し
さ
と
む
な
し
さ
は
12

年
経
っ
た
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
語
ら
れ
、
そ
の
姿
は
見

る
に
耐
え
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
娘
さ

ん
は
今
で
も
毎
週
日
曜
日
に
は
必

要
な
も
の
を
町
で
揃
え
、
ご
高
齢
な

両
親
の
元
へ
届
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

そ
の
番
組
を
見
た
後
、
自
分
は
も

う
昨
年
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
佐

賀
・
久
留
米
地
区
の
こ
と
が
頭
の
中

か
ら
消
え
去
っ
て
い
て
、
災
害
に
対

し
て
無
頓
着
に
な
っ
て
い
る
と
気

づ
き
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、
今
少
し
ず
つ
災
害
対
策

準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
防
災
の
書
物
を
読
ん
で

い
る
と
、
ま
ず
は
自
分
の
安
全
確
保

第
一
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
危
険
個

所
よ
り
い
ち
早
く
避
難
す
る
行
動

を
と
る
こ
と
、
事
前
に
避
難
場
所
・

避
難
経
路
の
確
認
を
怠
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
災
害
が
起
き
た
場
合
、
交

通
機
関
・
通
信
状
態
の
混
乱
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
近
親
者
へ
の
連
絡
は

被
災
地
で
は
な
い
遠
方
の
身
内
を

介
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
地
区
も
被
災
者
最
大
の

悩
み
は
給
水
不
足
・
食
品
不
足
・
女

性
衣
料
不
足
と
耳
に
し
ま
す
が
、
こ

れ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
今

時
点
で
の
備
蓄
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
我
が
家
は
親
が

残
し
て
く
れ
た
田
・
畑
が
あ
り
、
農

作
業
を
続
け
て
い
て
、
３
０
０
㍑
の

給
水
タ
ン
ク
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

現
在
は
そ
れ
に
水
を
ス
ト
ッ
ク
済

み
で
す
。
食
料
に
対
し
て
は
現
在

長
期
間
保
存
の
パ
ッ
ク
飯
・
缶
詰
等

を
保
存
し
、
野
菜
は
、
敷
地
内
の
15

坪
ほ
ど
の
畑
に
て
多
少
な
り
と
も

野
菜
栽
培
を
続
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
時
に
は
少

し
で
も
困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け

が
で
き
る
心
掛
け
を
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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6
月
上
旬
、
福
岡
市
早
良
区
に
あ

る
「
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」
で

貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
「
火
災
体

験
」「
地
震
体
験
」「
水
害
体
験
」
等

を
通
じ
て
防
災
知
識
や
技
術
を
学

び
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
体
験
に
は
予
約
が
必
要
で
す
が

無
料
で
す
。

★�

火
災
体
験

　�（
火
災
発
生
・
消
火
器
取
り
扱
い
・

避
難
ま
で
を
体
験
）

　
「
火
事
だ
！
」
と
大
声
で
周
り
に

知
ら
せ
、
１
１
９
番
通
報
す
る
。

　

�

消
火
活
動
（
実
際
に
消
火
剤
噴
射

ま
で
）

①�

消
火
器
の
黄
色
い
ピ
ン
を
抜
く
。

②�

噴
出
ノ
ズ
ル
を
炎
で
な
く
、
火
元

に
向
け
る
。

③�

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り

握
り
消
火
液
噴
射
。
炎
が
天
井
ま

で
上
が
っ
た
ら
消
火
器
で
は
消

防
災
体
験
か
ら
有
事
に
備
え
て

�

三
島
町
長
寿
会
　
会
長
　
原
　
武
嗣

せ
な
い
。

④�

「
逃
げ
ろ
！
」
と
大
声
で
周
り
に

知
ら
せ
て
逃
げ
る
。

　

煙
の
中
を
実
際
に
避
難

①�

ハ
ン
カ
チ
・
タ
オ
ル
で
鼻
・
口

を
覆
い
、
息
を
止
め
ず
浅
い
呼

吸
（
ス
ー
ハ
ー
・
ス
ー
ハ
ー
）

で
出
口
へ
。

②�
煙
を
吸
わ
な
い
（
煙
の
温
度
は

５
０
０
〜
６
０
０
度
と
高
温
）。

③�

逃
げ
る
時
は
体
を
低
く
し
落
ち

着
い
て
行
動
。
俗
に
「
煙
と
…
は

高
い
所
に
上
る
」
と
あ
る
。
低
い

所
は
煙
が
少
な
く
視
界
が
確
保

で
き
た
。

　

教
訓

　

消
火
器
の
保
管
は
見
や
す
い
・
取

り
や
す
い
所
に
。
消
火
器
に
も
有
効

期
限
が
あ
り
、
定
期
的
な
点
検
が
必

要
。

　

家
庭
用
火
災
報
知
器
の
定
期
点
検

　

家
庭
用
火
災
報
知
器
の
寿
命
は

10
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
作
動
す
る

か
、
電
池
の
寿
命
等
の
点
検
・
交
換

を
。

★
地
震
体
験

　

震
度
7
の
地
震
体
験
を
す
る
（
能

登
半
島
地
震
）。
椅
子
に
座
っ
て
い

て
も
、
何
か
に
掴
ま
っ
て
い
な
い
と

体
勢
維
持
が
で
き
な
い
。
机
の
下
に

潜
り
込
む
行
動
も
で
き
な
い
程
。

　

教
訓

①�

地
震
予
報
は
当
た
ら
な
い
。
今
日

起
き
る
か
１
０
０
年
先
に
起
き

る
か
予
測
が
つ
か
な
い
。

②�

耐
震
対
策
の
な
い
家
具
は
倒
れ
、

下
敷
き
に
な
る
。

③�

特
に
寝
室
に
は
倒
れ
る
家
具
・
物

は
置
か
な
い
。

等
の
注
意
教
訓
を
得
る
。

★
水
害
体
験

①�

避
難
指
示
に
従
い
早
め
の
避
難

②�

自
動
車
の
ド
ア
は
ド
ア
半
分
程

ま
で
浸
水
し
た
ら
自
力
で
は
開

け
ら
れ
な
い
。
脱
出
が
で
き
な

い
。

③�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
理
解
し
よ

う
。

④�
避
難
先
・
ル
ー
ト
を
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
こ
う
。

　

約
2
時
間
の
体
験
で
し
た
が
、
常

に
家
族
や
地
域
で
の
話
し
合
い
・
自

助
共
助
に
よ
る
防
災
意
識
を
持
つ

事
が
大
切
だ
と
痛
感
し
た
一
日
で

し
た
。

　

皆
様
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
地

域
で
家
族
で
の
体
験
を
お
勧
め
し

ま
す
。
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ふ
ま
ね
っ
と
　
歩
行
つ
づ
け
て
　

ふ
ま
ね
っ
と
　
歩
行
つ
づ
け
て
　
99
年
目
年
目

ふ
ま
ね
っ
と
　
健
康
づ
く
り
　
笑
い
あ
う

ふ
ま
ね
っ
と
　
健
康
づ
く
り
　
笑
い
あ
う

獅
子
舞
の
　
伝
承
続
く
　
地
域
力

獅
子
舞
の
　
伝
承
続
く
　
地
域
力

老
人
会
　
地
域
と
と
も
に
　
歩
き
ま
す

老
人
会
　
地
域
と
と
も
に
　
歩
き
ま
す

一
を
聞
き
　
十
を
知
れ
よ
と
　
耳
い
た
し

一
を
聞
き
　
十
を
知
れ
よ
と
　
耳
い
た
し

神
辺
老
松
会
　
会
長
　
島
　
哲
之

神
辺
老
松
会
　
会
長
　
島
　
哲
之

介
護
者
に
い
つ
も
感
謝
あ
り
が
と
う

介
護
者
に
い
つ
も
感
謝
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う
た
っ
た
五
文
字
を
言
え
た
か
な

あ
り
が
と
う
た
っ
た
五
文
字
を
言
え
た
か
な

六
月
は
卒
寿
に
な
る
が
感
謝
で
す

六
月
は
卒
寿
に
な
る
が
感
謝
で
す

��

原
町
か
さ
さ
ぎ
会
　
有
馬
　
萬
亀
子

原
町
か
さ
さ
ぎ
会
　
有
馬
　
萬
亀
子

川川
柳柳

桜
散
り
真
下
ま
っ
白
花
ビ
ラ
が

桜
散
り
真
下
ま
っ
白
花
ビ
ラ
が

大
木
川
カ
モ
二
羽

大
木
川
カ
モ
二
羽
泳泳お
よ
お
よ

ぐ
す
い
す
い
と

ぐ
す
い
す
い
と

田
ん
ぼ
中
白
サ
ギ
二
羽
が
立
っ
て
い
る

田
ん
ぼ
中
白
サ
ギ
二
羽
が
立
っ
て
い
る

裏
金
を
ど
う
し
て
作
る
政
治
家
は

裏
金
を
ど
う
し
て
作
る
政
治
家
は

田
代
外
町
万
年
青
会
　
香
月
　
正
浩

田
代
外
町
万
年
青
会
　
香
月
　
正
浩

休
肝
日
？
休
ま
れ
ち
ゃ
つ
た
ら
俺
困
る

休
肝
日
？
休
ま
れ
ち
ゃ
つ
た
ら
俺
困
る

お
迎
え
は
ま
だ
ま
だ
要
ら
ぬ
と
大
ジ
ョ
ッ
キ

お
迎
え
は
ま
だ
ま
だ
要
ら
ぬ
と
大
ジ
ョ
ッ
キ

彼
の
世
え
の
旅
立
ち
中
止
と
腹
切
ら
れ

彼
の
世
え
の
旅
立
ち
中
止
と
腹
切
ら
れ

グ
ラ
マ
ー
な
ナ
ー
ス
に
血
圧
跳
ね
上
が
り

グ
ラ
マ
ー
な
ナ
ー
ス
に
血
圧
跳
ね
上
が
り

い
つ
死
ん
で
も
良
い
と
言
い
つ
ゝ
医
者
通
い

い
つ
死
ん
で
も
良
い
と
言
い
つ
ゝ
医
者
通
い

宿
町
老
友
会
　
オ
ン
ジ
ー
三
村

宿
町
老
友
会
　
オ
ン
ジ
ー
三
村

短短
歌歌

〜 編集委員 〜　
今年度は以下のメンバーで ｢老連便り｣

を制作してまいります。

編集委員長　原　　武嗣　

鳥栖地区　　森池　勝利　

鳥栖北地区　名和　長政　

田代地区　　中村　嘉孝　

若葉地区　　成富　千恵子

基里地区　　山口　一彦　

　麓地区　　梶原　三男　

　旭地区　　原　　武嗣　

六
年
の
区
長
の
職
を
退
け
し
今
朝
は
清
し
き
薫
風
が
吹
く

六
年
の
区
長
の
職
を
退
け
し
今
朝
は
清
し
き
薫
風
が
吹
く

入
学
の
我
孫
背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル
重
き
に
婆
ぁ
ば
そ
っ
と
手
を
貸
す

入
学
の
我
孫
背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル
重
き
に
婆
ぁ
ば
そ
っ
と
手
を
貸
す

散
歩
道
名
も
無
き
草
花
我
に
言
う
人
生
終
盤
悔
い
な
く
生
き
よ

散
歩
道
名
も
無
き
草
花
我
に
言
う
人
生
終
盤
悔
い
な
く
生
き
よ

野
仏
に
手
合
せ
祈
る
老
婆
あ
り
家
族
の
幸
せ
己
が
健
康

野
仏
に
手
合
せ
祈
る
老
婆
あ
り
家
族
の
幸
せ
己
が
健
康

江
島
町
江
寿
ク
ラ
ブ
　
小
林
　
和
昭

江
島
町
江
寿
ク
ラ
ブ
　
小
林
　
和
昭
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第　  回41
　シリーズで連載している「クラブ探訪」。単位クラブの活動やクラブの特徴、活動報告な
どを紹介しております。

今日も元気に活動中！

現在の会員数：41名（男性12名/女性29名）
最高年齢会員：100 歳

北地区　布津原町老人クラブ北地区　布津原町老人クラブ

　私達のクラブは今年創立 47 年目を迎えます。
約半世紀続いたクラブを、未来永劫続けていくこ
とが私達の責務だと考えています。しかし、現状
は会員減少に歯止めがかからず、大きな課題と
なっています。今年度のテーマである会員増強拡
大運動では現会員数プラス3名を目標とし、健康・
友愛・奉仕の 3 大運動を進め、市や町の行事等
へ積極的に参加し明るい長寿社会を作り、健康寿
命を伸ばす活動をしていきたいと考えています。

47年目から更に先へ47年目から更に先へ

　私たち酒井東町宝友会は 1 年の予定を年度
初めに計画し、お楽しみ行事予定表として皆
で共有しています。活動するときは ①お宮
の広場の掃除 ②花壇の手入れ ③お楽しみ行
事 などを行います。お楽しみ行事では市か
ら講師をお呼びして歌の練習などをします。
そして、月に一度会員の誕生日を祝い、記念
品をプレゼント。また、80 歳になられた会
員には「元気で賞」を贈呈し、賞状と金一封
をお贈りします。最近は施設や病院にいる会
員さんのお見舞いにいけていないので、新型
コロナが落ち着いてきたらまた、お見舞いし
て会員に贈り物を届けてまいります。

「元気で賞」で節目を祝って「元気で賞」で節目を祝って

会長　北村　勲

地域の方との交流も大切に地域の方との交流も大切に
　酒井西町老人クラブでは、毎月 1 日に公民館
近くの天満宮境内の清掃を行い、15 日には特に
酒井西町公園の清掃活動、また、月 4 回公園の
トイレ清掃を行っています。いきいきサロンも
開催しており、とすっ子体操や交通安全講習会
など活動しています。
　原則毎月１日と 15 日に集まるようにしてい
ますが、新型コロナが広まってからはなかなか
集まれずにいました。ですが今は通常通りに活
動を行うようにしています。今年は新年行事と
して地域の子ども会の皆さんと「もぐら打ち」
を行うなど世代間交流もできました。他の活動
でも、春秋の日帰り旅行などひとつずつ復活さ
せていきたいと考えています。

旭地区　幸津町幸寿会旭地区　幸津町幸寿会
会長　吉村　浩

現在の会員数：42名（男性17名/女性25名）
最高年齢会員：99歳

卓球を通して交流深める卓球を通して交流深める
　私たち幸寿会もいろいろな活動をしています
が、その中で卓球クラブを紹介します。会の名前
を「しっかりせん会」といい、名前に励まされて
頑張っています。もともとは倉庫に眠っていた古
い卓球台で数人で始めたのですが、有志の方より
新しい卓球台を寄付して頂き本格的活動となり
ました。毎週月曜日に公民館で卓球を楽しんでい
ます。参加人数は 12 名ほどですが、会員以外で
も大歓迎です。

【左より】【左より】
吉村浩会長、吉村浩会長、
小林征一副会長小林征一副会長【左より】堀江キヌ子副会長、北村勲会長、北島守副会長【左より】堀江キヌ子副会長、北村勲会長、北島守副会長

基里地区基里地区
酒井東町宝友会酒井東町宝友会

会長　西山　信

現在の会員数：49名
（男性22名/女性27名）
最高年齢会員：98歳

基里地区基里地区
酒井西町老人クラブ酒井西町老人クラブ

会長　野田　征攻

現在の会員数：49名
（男性19名/女性30名）
最高年齢会員：99歳
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通 信通 信地地 活活区区 動動
　各地区の老人クラブでは、様々な活動を通し
て地域の方とふれあい、教養を身につけ、毎日
いきいきと活動しています。今回は以下のクラ
ブの活動の様子をご紹介します。

基里
地区

多世代交流や視察研修
	 さまざまな活動を通して

基里地区　会長 牧野　幹郎

小
学
生
と
お
茶
摘
み
体
験

会
長
・
女
性
部
長
研
修
会

　

毎
年
、
八
十
八
夜
の
前
後
に
は

校
内
に
あ
る
お
茶
の
木
の
「
茶
摘

み
」
を
、
3
年
生
の
体
験
学
習
と

し
て
基
里
小
学
校
は
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
も
3
年
生
56
名
の
児

童
た
ち
と
J
A
と
す
北
支
所
の

職
員
さ
ん
・
保
護
者
の
方
々
に
加

え
て
、
基
里
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
単

位
会
長
・
女
性
部
長
15
名
が
参
加

し
て
お
茶
摘
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
が
始
ま
る
前
に
、
児
童
た

ち
の
「
八
十
八
夜
」
の
合
唱
が
あ

り
J
A
と
す
北
支
所
の
藤
田
様

か
ら
お
茶
の
摘
み
方
の
説
明
が
あ

　

今
年
の
基
里
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
長
・
女
性
部
長
研
修
会

は
、サ
ロ
ン
パ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
藤

ノ
木
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

約
束
の
時
間
に
伺
う
と
、
身

長
が
高
い
若
い
従
業
員
の
方
の

出
迎
え
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
で
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら

サ
ロ
ン
パ
ス
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
輝
か
し
い
歴
史
の

説
明
を
う
け
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
を
2
階
か
ら
拝
見
し
ま
し
た
。

観
客
席
が
1
階
と
2
階
合
わ
せ

て
１
４
０
０
席
超
え
、
コ
ー
ト

3
面
分
の
広
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

2
階
に
は
、
V
I
P
ル
ー
ム
と

し
て
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
1
階

に
降
り
る
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で

は
バ
レ
ー
コ
ー
ト
2
面
分
の
広

さ
が
あ
り
、
他
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

り
、
三
枚
葉
の
所
か
ら
摘
み
取
る

こ
と
や
お
茶
の
種
類
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

摘
み
取
る
茶
葉
は
、
目
標
20
㎏

で
児
童
た
ち
と
頑
張
り
ま
し
た
。

最
初
は
真
面
目
に
手
も
動
い
て
い

ま
し
た
が
、
長
く
作
業
が
続
か
ず

初
め
て
の
経
験
で
手
よ
り
口
の
方

が
よ
く
動
き
、
思
う
よ
う
に
茶
葉

が
集
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
15

㎏
回
収
で
き
、
J
A
の
八
女
工

場
へ
送
り
2
、
3
日
で
製
茶
と
し

て
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
茶
は
、
7
月

の
お
茶
の
入
れ
方
教
室
で
披
露
し

た
り
、
学
校
に
見
え
た
お
客
さ
ん

に
接
待
の
お
茶
と
し
て
振
舞
わ
れ

ま
す
。
当
日
は
、N
H
K
佐
賀
局
、

西
日
本
新
聞
社
が
取
材
に
見
え
て

夕
方
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

卓
球
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
等

も
利
用
で
き

る
そ
う
で
す
。

床
材
は
、
木

を
使
わ
ず
緩

衝
効
果
の
あ

る
国
際
基
準

に
適
合
し
た

タ
ラ
フ
レ
ッ

ク

ス

と

言

う

プ

ラ

ス

テ
ィ
ッ
ク
材
使
用
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
・

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
・
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
・
プ
ロ
の
選
手
が
利
用

し
て
い
る
最
新
テ
ク
ノ
の
機
器
が

揃
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
が
溢

れ
て
お
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
集
団
の

環
境
の
す
ご
さ
を
見
学
し
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

茶摘みにいざ挑戦茶摘みにいざ挑戦

ハルちゃんと記念撮影ハルちゃんと記念撮影

国
際
学
園
留
学
生
と
の
交
流
会

田
代
地
区
老
人
ク
ラ
ブ　

副
会
長　

寺
崎　

ミ
チ
ヱ

　

サ
ツ
マ
芋
植
え
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
風
か
お
る
中
5
月
14
日
（
火
）
弘
堂
国
際
学
園
日
本
語
学

校
留
学
生
43
名
（
1
ヶ
月
前
に
来
日
さ
れ
た
方
）
と
万
年
青
会

に
よ
る
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

畝
作
り
、
雑
草
除
去
の
マ
ル
チ
張
り
、
棒
で
斜
め
に
30
cm
間

隔
に
穴
あ
け
、
苗
1
本
ず
つ
寝
か
せ
て
植
え
る
…
会
長
の
繊
細

な
説
明
に
一
同
耳
を
傾
け
、
４
０
０
本
植
栽
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
交
流
会

は
数
十
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
さ
ん
も
5
ヶ
月
間
ほ
ど
日
本
語
を
学
び
来
日
と

の
こ
と
。
少
ー
し
の
こ
と
は
お
互
い
に
身
振
り
、
手
振
り
で
通

じ
ま
す
。

　

秋
の
収
穫
時
に
は
、
芋
の
天
ぷ
ら
も
楽
し
み
で
す
。

秋を心待ちに秋を心待ちに
	 留学生とサツマ芋植え	 留学生とサツマ芋植え

田代
地区
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各クラブの活動を各クラブの活動を
� 写真でご紹介します� 写真でご紹介します

轟木町長寿会轟木町長寿会
【5月11日　【5月11日　轟木町グラウンド・ゴルフ大会】】

下野長寿会　下野長寿会　【4 月 13 日　【4 月 13 日　親睦会花見】】

儀徳町福寿会儀徳町福寿会
�【5 月 28 日　�【5 月 28 日　福寿会日帰り旅行】

　5月 11 日（土）、五月晴れの中、吉野ケ里
町「さざんかの湯」グラウンドゴルフ場にて、
グラウンド・ゴルフ大会を実施しました。
　65歳から最年長 91歳まで、18名の参加者
によるプレー…。その後成績発表があり、懇
親会を行い楽しい一日になりました。

　4月 13 日（土）、下野町公民館にて久し振
りに、下野長寿会も花見をしました。
参加人数は 11名。桜の花も散っておりました
が、皆喜んで、おしゃべりの花が咲きました。
　会員の方の体調が悪く参加できる方が少な
くなりましたが、健康・友愛・奉仕を忘れず
頑張ります。

　万年青会会員よる春季旅行会を 5月 10 日
（金）に実施しました。今回は近場を選び二日
市温泉といたしました。
　今回は送迎バスの乗車定員の関係もあり参
加人員を 20名として募集をしたところコロナ
も減少したこともあり定員オーバーの 30名参
加となりました。
　マイクロバスでは定員オーバーになり結局
歩行困難の人は乗用車送迎としました。出発
（外町公民館）午前 11 時、帰着 16 時で、日
帰りの旅行ではありましたが楽しい時間を過
ごすことができ、会員同士の親睦をはかるこ
とができたと思っております。

　当日午前中はあいにくの雨でしたが、予定
通り 21 名全員の参加者が、定刻集合、予定
通り迎えのバスに乗り込み、南関セキアホテ
ルへ向かいました。１時間チョイの行程でし
たが、まずは、お土産とトイレ休憩で、評判
の道の駅に寄りました。人気の南関あげなど
を購入。今度は目的地のホテルまで約 10分予
定より早く現地につきました。問題なく準備
を進めてもらいました。また、リゾートホテ
ルの外観など、これまでの中では、最大級の
評判でした。また来たいとの声が多数ありま
した。これを企画した当事者としては、嬉し
い限りです。ホテルの雰囲気が分かる東側で、
記念撮影をし、食事・カラオケ・おしゃべり
と盛り上がりました。皆さんに大変喜んで非
日常を楽しんでもらい、全員が無事帰宅でき
ました。

久し振りの花見に笑顔の花久し振りの花見に笑顔の花

ますます親交を深めた温泉地ますます親交を深めた温泉地

親睦深めた日帰り旅行親睦深めた日帰り旅行

田代外町万年青会田代外町万年青会
� 【5 月 10 日　� 【5 月 10 日　日帰り旅行会】】
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宿町老友会宿町老友会　【4 月 29 日　神幸祭】【4 月 29 日　神幸祭】

江寿クラブ江寿クラブ
【11 月 17 日　【11 月 17 日　グラウンド・ゴルフ大会】】

三島町長寿会三島町長寿会
【1 月 14 日　【1 月 14 日　日帰り旅行（親睦・仲間づくり）】】

旭老人クラブ旭老人クラブ
� 【5 月 25 日　� 【5 月 25 日　グラウンド・ゴルフ大会】】

　4 月 7 日（日）18 〜 19 時半（50 名中、会員
12名参加）。各種行事等への会員の参加、老友会へ
の助成金等を協議。
◆老友会総会
4月 8日（月）10〜 11時（40名参加）
場所　公民館
4月 3日　監査（6名）、同日運営委員会（10 名）
を経て総会開催。議事は原案通り採決、誕生会 4回、
日帰り旅行 2回等を計画した。
◆神幸祭
4月 29 日（月）宿町船底神社の伝統行事、鉦浮立
が奉納されました。老友会会員 20名が参加し、お
謡いを始め衣装や踊り子の指導等にあたりました。
来賓は国会議員、市長、県議、市議会議長等 10数
名が参加されました。
その他
・神社清掃
4月 1日（月）15名、4月 28日（日）16名
資源ごみ回収
4月 2日（火）5名（軽トラ 2台）

　朝から非常に暑い日でしたが、会員 28名の参加
により青橋公園内グランドにて江寿クラブ会員の親
睦と体力維持を目的として開催しました。
　役員は早朝よりグランドの整備とコース作りの為
少し早めに準備をしました。9時に集合してコース
とルールの説明、ラジオ体操を行い試合開始です。
　試合がはじまると皆真剣にゲームに向かいます。
ホールインワンもたくさん出ました…そのたびに
「ナイスショット」と声を掛け合い楽しい時間を過
ごすことができました。これからも健康維持のため
より多く参加があるように努めていきたいと思いま
す。役員みなさん、参加された会員の皆さんお疲れ
さまでした。

　コロナの影響で長い間できなかった「日帰り旅行親
睦・食事会」を実施した。
　実施に当たっては前年10月から準備に係り、役員6
名で「1~2時間内の行程・送迎バスが手配できること」
を条件として、候補地を検討する。候補は数件上がるが、
その後の予約の段かいで苦労する。数年のコロナの影響
で、サービス業者の人員整理・合理化・経費節減の影響
で、コロナ終了後の人手不足が多いようだ。
　そんな中、以前からの付き合いのあった業者にやっと
受け入れてもらった。しかし条件が（食事料金・送迎バ
ス料金など）厳しく、予定より大幅な費用アップとなっ
た。ただ送迎バスは、「新車並（コロナ期間中は稼働なし
の為）」で快適だった。
　宗像神社・道の駅等を経由し、海に近い民宿「しらい
し旅館」に到着する。食事会は海の幸、 海鮮料理、和気あ
いあいの食事会を堪能し無事予定通り帰着する。

　5月25日（土）、午前9時。快晴に恵まれ参加予定者元気に
集合。
　場所は、儀徳町運動広場。選手74名、スタッフ6名の総勢80
名。選手は幸津町、儀徳町、西田町、江島町、三島町、下野町の6
町の老人クラブで、男女合わせて74名。
　受付を済ませ、参加賞をもらい、幸津町幸寿会吉村会長の
司会で開始。開会挨拶は篠原会長の笑いを誘う軽妙な挨拶か
ら、小林会長のゲームの進め方説明後、全員が佐賀弁ラジオ体
操で身体をほぐし、ゲームを開始した。前半終了後、10分間の
給水タイムと休憩を含み、11時前に全てゲームが終了。成績
集計の間、2グループに分かれて、ニアピン大会を実施しまし
た。
　優勝は西田町の佐藤さん、以下8位まで入賞。ホールインワ
ン賞17名、ニアピン賞6名の表彰式があり、菅藤会長より賞
品贈呈がありました。
　最後には、第八回グラウンド・ゴルフ大会の横断幕の前に
全員が整列して記念撮影で終わり。暑い中でしたが、大きなト
ラブルも無く、無事全ての予定をすませた事は、大変良かった
です。なお、県大会の予選会を兼ねた大会でもあり、成績優秀
者が県大会へ出場の予定です。

多くの来賓で、にぎあう多くの来賓で、にぎあう

早朝より元気にコース作り早朝より元気にコース作り

日帰り旅行日帰り旅行

グラウンド・ゴルフ大会を開催しましたグラウンド・ゴルフ大会を開催しました



第94号　 ( 1 6 )第9 4号　 ( 1 6 )

■「鳥栖市 老連便り ®」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

鳥 栖 市 老 連 便 り鳥 栖 市 老 連 便 り

私たちは鳥栖市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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「
知

床
旅
情
」
が
似
て
い
る
と

床
旅
情
」
が
似
て
い
る
と

指
摘
を
受
け
た
時
、「
早
春

指
摘
を
受
け
た
時
、「
早
春

賦
」
は
森
繁
さ
ん
の
心
の

賦
」
は
森
繁
さ
ん
の
心
の

中
で
い
つ
も
残
っ
て
い
る
大
事
な

中
で
い
つ
も
残
っ
て
い
る
大
事
な

曲
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

曲
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

「
高
校
三
年
生
」
や
「
東
京
ブ
ギ

「
高
校
三
年
生
」
や
「
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
」
を
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を

ウ
ギ
」
を
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を

使
っ
て
音
を
出
し
、「
東
京
ブ
ギ

使
っ
て
音
を
出
し
、「
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
」
で
は
椅
子
に
座
り
体
全
体

ウ
ギ
」
で
は
椅
子
に
座
り
体
全
体

を
使
っ
て
動
い
て
楽
し
い
時
間
を

を
使
っ
て
動
い
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
鳥
栖
市
老

連
便
り
の
発
行
に
あ
た
り
ま

し
て
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
紙
は
、

会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
願
っ
て
発
行

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
末
永
き
ご
支
援
を
、

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

第
94
号
老
連
便
り
発
行
に
当
た

り
、
皆
様
か
ら
多
く
の
投
稿
を
頂

き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

編
集
会
議
で
は
皆
様
か
ら
頂
い

た
投
稿
そ
の
ま
ま
の
掲
載
に
心
が

け
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、

若
干
の
手
直
し
、
文
章
の
削
除
等

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
は
慎
重

に
読
み
直
し
を
致
し
ま
し
た
が
至

ら
な
い
点
は
ご
容
赦
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
投
稿
に
は
、
団
体
で
の

活
動
（
日
帰
り
旅
行
・
食
事
会
・

講
習
会
等
）
に
関
す
る
内
容
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
更

な
る
活
動
記
事
・
貴
方
の
思
い
（
楽

し
い
・
悔
し
い
・
伝
え
た
い
事
等
）

等
の
投
稿
を
も
期
待
し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
、
今
年
は
例

年
に
な
く
厳
し
い
暑
さ
と
の
予
報

で
す
。
適
宜
な
水
分
補
給
と
エ
ア

コ
ン
の
使
用
で
「
熱
中
症
に
予
防
」

と
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
充

分
注
意
の
上
元
気
に
活
動
下
さ
い
。

　

夏
が
過
ぎ
た
ら
す
ぐ
に
第
95
号

の
編
集
活
動
を
始
め
ま
す
。
皆
様

の
「
多
く
の
熱
い
」
投
稿
を
編
集

委
員
一
同
待
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
長　

原　

武
嗣　

毎
週
火
曜
日

毎
週
火
曜
日
1010
時
か
ら
通
い
の

時
か
ら
通
い
の

場
「
鳥
栖
っ
子
体
操
」
を
実
施
し

場
「
鳥
栖
っ
子
体
操
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
出
前
講
座

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
出
前
講
座

と
し
て
、原
町
通
い
の
場
「
鳥
栖
っ

と
し
て
、原
町
通
い
の
場
「
鳥
栖
っ

子
体
操
」
の
会
場
へ
（
株
）
フ
カ

子
体
操
」
の
会
場
へ
（
株
）
フ
カ

ノ
楽
器
店
か
ら

ノ
楽
器
店
か
ら
22
名
先
生
が
み

名
先
生
が
み

え
、
最
初
に
腹
式
呼
吸
法
を
学
び

え
、
最
初
に
腹
式
呼
吸
法
を
学
び

指
先
の
感
覚
を
覚
醒
さ
せ
発
声
の

指
先
の
感
覚
を
覚
醒
さ
せ
発
声
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
滑
舌
・
誤
嚥
性
肺
炎

そ
の
後
、
滑
舌
・
誤
嚥
性
肺
炎

防
止
の
「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
を
行

防
止
の
「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
を
行

う
こ
と
が
大
切
と
学
び
参
加
者
の

う
こ
と
が
大
切
と
学
び
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
パ
タ
カ
ラ
体
操
を

ほ
と
ん
ど
が
パ
タ
カ
ラ
体
操
を

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
声

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
声

を
出
し
過
ご
し
ま
し
た
。

を
出
し
過
ご
し
ま
し
た
。

原町かささぎ会原町かささぎ会　【2 月 20 日　【2 月 20 日　音楽サロン音楽サロン】】

出前講座原町通いの場出前講座原町通いの場
� 「音楽サロン」� 「音楽サロン」


